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国
立
民
族
学
博
物
館

「機

関
研
究
」

の
成
果
刊
行

に

つ
い
て国

立
民
族
学
博
物
館
長

松
園
万
亀
雄

国
立
民
族
学
博
物
館
で
は
、
文
化
人
類
学

・
民
族
学

の
立
場
か
ら
、
現
代
世
界
が
直
面
す
る
学
術
上
の
諸
課
題

に
組
織
を
挙
げ
て

取
り
組
む
た
め
、
調
査

・
研
究
会

・
国
際
研
究
集
会
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
、
大
型
で
公
開
性
の
高

い

「機
関
研
究
」
を
平
成

一
六

年

度
に
開
始
し
、
こ
れ
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
行
し
て
き
た
。
メ
ン
バ
ー
に
は
本
館

の
教
員
の
ほ
か
、
全
国
の
大

学
や
研
究
機
関
に
所
属
す
る
研
究
者
が
参
加
し
て
お
り
、
大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て
の
機
能
を
よ
り
発
展
さ
せ

る
も
の
で
、
テ
ー

マ
に
は
、
我
が
国
に
お
け
る
文
化
人
類
学

・
民
族
学
の
研
究
拠
点
に
ふ
さ
わ
し
い
課
題
を
選
ん
で
い
る
。

「機
関
研
究
」
は
、
「社
会

・
文
化
の
多
元
性
」
、
「人
類
学
的
歴
史
認
識
」
、
「
文
化
人
類
学
の
社
会
的
活
用
」
、
「新
し
い
人
類
科
学

の
創
造
」
と

い
う
四
つ
の
領
域
よ
り
構
成
さ
れ
、
各
領
域
内
で
複
数
の
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
形
態
を
と

っ
て
い
る
。
第

一
の
領
域
と
第
二
の
領
域

で
は
、
共
時
的
ア
プ

ロ
ー
チ
と
通
時
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
現
代
世
界
の
諸
課
題
に
取
り
組
み
、
第
三
の

領
域
で
は
、
学
問
的
知
識
を
実
践
の
場
に
生
か
す
べ
く
、
開
発
、
国
際
協
力

の
現
場
や
枠
組
み
に
お
け
る
文
化
人
類
学

・
民
族
学
の

関
わ
り
方
や
有
効
性
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
第
四
の
領
域
で
は
、
文
化
人
類
学

・
民
族
学
を
含
む
人
文

・
社
会
科
学
に
お
け

る
新
た
な
研
究
分
野
や
テ
ー
マ
を
開
拓
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
行

っ
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
他
の
領
域
に
先
駆
け
、
第
三
領
域
の

「文
化
人
類
学

の
社
会
的
活
用
」
の
成
果
を

「
み
ん
ば
く

実
践
人
類
学
シ
リ
ー

ズ
」
と
し
て
刊
行
す
る
運
び
と
な

っ
た
。
各
巻
で
は
、
医
療
協
力
、
内
戦
後

の
社
会
復
興
、
先
住
民
社
会
と
開
発
、
資
源
の
管
理
や

流

通
、
ま
た
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
巨
大
災
害
の
復
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
多
種
多
様

の
テ
ー
マ
が
扱
わ
れ
る
。
基
礎
学
問
で
あ
る

と

同
時
に
、
社
会
的
活
用
ま
で
を
射
程
に
置
い
た
、
現
在

の
文
化
人
類
学

・
民
族
学

の
姿
を
少
し
で
も
示
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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ず
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者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。



ま

え

が

き

松
園
万
亀
雄

門

司

和

彦

二
〇
〇
六
年

一
〇
月

に
、
第
二

一
回
日
本
国
際
保
健
医
療
学
会
総
会
と
第

四
七
回
日
本
熱
帯
医
学
会
大
会

の
合
同
大
会
が
、

長

崎
市

で
三

日
間

に
わ
た

っ
て
開
催

さ
れ
た
。
合

同
大
会

の
メ
イ

ン
テ
ー

マ
は

・・厚
o官
o巴
言
09
0
5
①
壁

巳

5
冨
彗
讐

o
⇒
巴

出
Φ
9
崔
7
宣
⇒
§

。。㌶
o昌
..と
さ
れ
、
健
康
転
換
が
進
む
世
界
に
対
応
す

べ
く
シ
ー
ム
レ
ス
に
広

い
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ

が
そ
ろ
え
ら
れ
、

世

界
の
人
び
と
の
健
康

に
貢
献
す
る
科
学
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
大
会

に
な
る
よ
う
に
多
様
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

大
会
初
日
に
は
、
東
南

ア
ジ

ア
諸
国

の
感
染
症
担
当
者
が
招
聰
さ
れ
、
日
本
熱
帯
医
学
会

の
神
原
廣

二
大
会
長
が
座
長
を
務

め

、
各
国

の
感
染
症
対
策

の
現
状
と
必
要
な
国
際
協
力
に

つ
い
て
、
主
に
医
科
学
的
な
観
点
か
ら
発
表
と
討
議

が
行
わ
れ
た
。

二

日
目
に
は
、

ア
フ
リ
カ
で
臨
床
に
基
づ
く

マ
ラ
リ
ア
研
究
を
実
施
し
て
き
た
ロ
ン
ド

ン
熱
帯
医
学
校
の
グ

リ
ー
ン
ウ

ッ
ド
教

授

、

ア
フ
リ
カ
で
H
I
V
/
A
I
D
S
の
母
子
感
染
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
ボ
ル
ド
ー
大
学

の
デ
イ
ビ

ス
教

授
、
バ
ン
グ
ラ

デ

シ
ュ
で
下
痢
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
国
際
下
痢
症
研
究
所

の
サ
ッ
ク
所
長

の
特
別
講
演
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
講
演

で
は
、
熱
帯
病

の
存
在
す

る
現
地

に
長
期
間
滞
在
し
、
問
題
を
発
見
し
、
そ
れ
に
対
し
て
最
新

の
医
科
学
知
識

を
導
入
し
て
問

題

に
取
り
組
む

こ
と

の
重
要
性
が
説
か
れ
た
。

三
日
目
に
は
、
門
司
が

「
熱
帯
医
学
と
国
際
保
健
に
お
け
る
人
類
生
態
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
」
と
題
し
た
日
本

国
際
保
健
医
療

学
会
の
大
会
長
講
演
を
行
い
、
そ
の
後
、
松
園
が

「文
化
人
類
学
と
開
発
援
助
ー

グ
シ
イ
の
家
族
計
画
を
中
心
に
」
と
題
し

11



た
特
別
講
演

を
行

っ
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
「文
化
人
類
学
は
医
療
協
力

の
役
に
立

つ
の
か
?

医
療

従
事
者
と
人
類

学
者

の
対
話

に
む
け

て
」
と
い
う

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
国
立
民
族
学
博
物
館
と

の
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し

て
実
施
さ
れ
た
。

本
書
は
、
合
同
大
会
三
日
目
に
行
わ
れ
た
こ
れ
ら

の
発
表
と
議
論

に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。

国
立
民
族
学
博
物
館

で
は
、
二
〇
〇
四
年
度
よ
り
機
関
研
究

『文
化
人
類
学

の
社
会
的
活
用
』
の
も
と

で
、
文
化
人
類
学

の

研
究
成
果
や
視
点
を
国
際
開
発
協
力
に
応
用
す

る
方
法
が
研
究
さ
れ

て
き
た
。
先
述
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
こ

の
枠
組
み
の
な
か

で
企
画
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
者
で
あ
る
国
立
民
族
学
博
物
館

の
岸
上
伸
啓
と
關
雄

二
、
お
よ
び
結
核

研

究
所

の
尾
崎
啓
子

の
各
氏
は
、
「自
然
科
学

の
立
場
を
と
る
医
療
従
事
者
と
、
社
会

・
文
化
的
脈
絡
の
な
か

で
病
気
を
把
握

し
、
理
解
し
よ
う
と
す

る
文
化
人
類
学
者

の
問

に
は
多
く
の
見
解

の
相
違
が
あ
り
、
両
者
の
問
で
は
対
話
す

ら
成
立
し
な

い
こ

と

が
多

か

っ
た
」
と
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ね
ら

い
を

「妥
当
で
効
率
的
な
予
防

・
医
療
活
動
を
行
う
た
め

に
は
、
各
地
域
の

社
会

や
文
化

の
理
解
、
さ
ら

に
は
文
化
人
類
学
的

な
知
見

の
活
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
事
例
に
基
づ

い

て
主
張
す
る
こ

と
」
だ
と
し
た

(合
同
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
抄
録
集
七
六
ペ
ー
ジ
)。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
特
徴
は
、
熱
帯
医
学

・
国
際
保
健
学
と

い
う
医
学
系
と
考
え
ら
れ
て
い
る
学
会

で
、
非
医
学
的

ア
プ

ロ
ー
チ
を
す
る
人
た
ち
だ
け
を

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と

し
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
医
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
対
話
よ
り
も
、
非
医
学
的
ア
プ

ロ
ー
チ
を
目
指
し
て
い
る
人
た
ち

が
何
を
考
え
て

い

る

か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
た
。

本
書

の
編
者

で
あ

る
私
た
ち
は
、
世
界

の
国
際
保
健
医
療
協
力
が

「
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル

(生
物
医
学
モ
デ
ル
)」

に

偏

重
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
「
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル
」
と
は
、
近
代
的
な
医
科
学
に
重
点
を
置

い
た
、
あ

る
い
は

そ

れ
の
み
に
よ

っ
て
健
康
水
準
を
向
上
さ
せ
よ
う

、
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
信
念
に
基
づ

い
た
、
保
健
医
療
協
力

の

一

形
態

で
あ
る
。
も
と
も
と
近
代
的
な
医
科
学
は
欧
米

で
誕
生
し
、
欧
米
の
社
会
で
成
功
し
た
戦
略

で
あ

る
。

し
か
し
、
そ
の
成

12



功

の
背
景
に
は
、
経
済

の
発
展
、
生
活
の
向
上
、
教
育

の
普
及
、
そ
れ
ら
に
と
も
な
う
栄
養
状
態
の
改
善
や
上

下
水
道
な
ど
環

境

衛
生
の
改
善
、
お
よ
び
健
康
な
生
活

へ
の
庶
民
の
意
識
改
革
が
あ

っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

こ
れ
ら
は
、
欧
米
の

近
代
化
に
と
も
な

っ
て
、
あ
る
い
は
そ

の
前
提
と
し

て
起

こ
っ
た
出
来
事
で
あ
る
。

一
方
、
国
際
保
健
医
療
協
力
を
必
要
と
す

る
途
上
国

・
途
上
地
域

で
は
、
欧
米
的
な
社
会
の
近
代
化
が
進
ん

で
い
な

い
状
況

に
あ

る
。
そ
れ
ら

の
社
会
も

「近
代
」

の
影
響
を
受
け
て
変
化

し
て
い
る
が
、
変
化

の
様
相
は
地
域

ご
と
に
異
な

っ
て
い
る
。

そ

の
状
況
を
理
解
し
な

い
で

「
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル
」

の
み
を
当

て
は
め
て
も
、
成
果
が
持
続
し
な

い
こ
と
が
報
告
さ

れ

て
い
る
。
近
代
医
科
学
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
の
疾
病

予
防
効
果
、
医
薬
品
に
よ
る
治
療
効
果
は
驚
異
的
だ
が
、

そ
れ
ら
が
機
能

す

る
基
盤
、
前
提
条
件
が
そ
ろ

っ
て
い
な

い
と
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
長
続
き
し
な

い
。
教
育
水
準
も
高
く
、
比
較
的
均
質
な
価

値

観
を
も

つ
と
言
わ
れ
る
日
本
社
会
は
、
欧
米
的
な

「
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル
」

の
導
入
が
成
功
し
た
数

少
な

い
例
だ
と

言
え
る
。
そ
の
成
功
体
験

の
お
か
げ

で
、
日
本
の
国
際
保
健
医
療
協
力
は

「
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル
」

に
偏
重
し
て
い
る
。

そ

の
信
念
を
根
源
的
に
問

い
直
し
、
現
場
で
必
要
な
援
助

・
協
力
を
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
で
考
え
な

い
か
ぎ
り
、
結

果
は
こ
れ
ま

で
と

大
差

の
な

い
も

の
に
な
る
だ
ろ
う
。

現
在
で
は
、
多
く
の
途
上
国
で

「
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル
」
が
不
十
分
、
不
適
切
に
導

入
さ
れ
て
お
り
、
不
適
切
な
近

代
医
療
依
存
が
蔓
延
し
て

い
る
。
問
題
は
、
医
療
関
係
者

の
み
な
ら
ず
、
開
発
関
係
者
、
社
会
全
般
が
、
健

康
問
題
に
関
し
て

は

「
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル
」
が
す

べ
て
だ
、
と
考
え
が
ち
な
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
近
代
医
療

へ
の
過
剰
な
期
待

・

依

存
は

「
過
剰
医
療
化

(O<①『ーヨ
Φ
α一〇
㊤匡N蝉δ一〇
づ
)」
と
呼
ば
れ
る
が
、
現
在
世
界
中
で
多
く

の
生
活
事
象
が
過

剰
に
医
療
化
さ
れ

て

い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は
途
上
国

に
か
ぎ

っ
た
現
象

で
は
な

い
。
医
療
化
さ
れ
る
こ
と

の
す

べ
て
が
悪

い
わ
け
で
は
な

い
が
、

過

剰
な
医
療
化
は
、
皮
肉
な
こ
と
に
医
療
不
信
を
招
き
、
そ
の
結
果
、
効
率
的

・
効
果
的
な
保
健
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
損
ね
る

まえが き13



結
果
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
方
、
「
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル
」
を
批
判
す
る
こ
と
は
簡
単
だ
が
、
た
だ

の
批
判

・
否
定
は
何
も

生
ま
な

い
。
適
切

に
利
用
さ
れ
れ
ば
、
近
代
医
科
学
が
途
上
国
の
健
康
水
準
向
上
に
有
効
な
道
具
を
提
供
す

る
こ
と
は
間
違

い
な

い
。
問
題
は
そ

れ
を
ど
う
使
う
か

で
あ
り
、
そ
れ
を
有
効
に
使
う
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
装
置
が
必
要
な
は
ず
で
あ
る
。

近
代
医
科
学
の
比

重

は
地
域
や
問
題
に
よ

っ
て
大
き
く
異
な
り
、
は
じ
め
か
ら

「
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル
」
を
中
心
に
据
え

る
こ
と
を
善
と

す

る
理
論
的
根
拠
は
な

い
は
ず
で
あ
る
。

本
書

の
も
と

に
な

っ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
タ
イ
ト

ル
は
、
先
述

の
と
お
り

「文
化

人
類
学
は
医

療
協
力

の
役

に
立

つ
の

か
?
」

で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
、
「今

の
バ
イ
オ

メ
デ
ィ
カ
ル
モ
デ
ル
中
心
の
国
際
保
健
医
療
協
力

に
人
類

学
や
社
会
学

の
知

識

や
視
点
を
入
れ
れ
ば
、
妥
当
性
や
効
率
が
上
が
る
」
と

い
う
小
手
先

の
こ
と
が
主
張
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
た
の
で
は
な

い
。

お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
主
張
を
と
も
な

っ
た
戦
術
は
、
あ
ま
り
成
功
し
な

い
だ

ろ
う
。
世
界
の
健
康
格
差
は

、
少
し
ぐ
ら

い
文

化

人
類
学
者
の
知
恵
を
借
り
た
程
度
で
変
革
さ
れ
る
よ
う
な
も

の
で
は
な

い
。
問
題

の
根
源
的
な
解
決
は
、

医
療
従
事
者
が
人

類

学
や
社
会
学

の
視
点
に
よ

っ
て
医
療
協
力

の
枠
組
み
自
体
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
あ

る
い
は

人
類
学
や
社
会
学

に
そ
れ
を
引
き
起
こ
す
力
量
が
あ
る
か
に
か
か

っ
て
い
る
。
熱
帯
医
学
や
国
際
保
健
医
療
学
の
成
果
を
人
類

の
健
康
に
反
映
さ

せ

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
学
問
に
携
わ
る
人
た
ち
が
人
類
学
者
や
社
会
学
者
と
真
剣
に
協
力
し
て
ゆ
く
こ
と
、
ま
た
、
医
療

協

力
に
対
す
る
人
類
学

(者
)
や
社
会
学

(者
)
の
よ
り
積
極
的
な
参
加
が
問
わ
れ
て

い
る
、
と
私
た
ち
は
考

え
る
。

最
後

に
、
門
司
と
松
園
の
講
演

の
座
長
を
務
め
ら
れ
た
中
村
安
秀
氏
と
青
木
克
己
氏
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

企
画
さ
れ
た
岸
上
、

關

、
尾
崎

の
各
氏
、
司
会
を
務
め
ら
れ
た
佐
藤
寛
氏
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
発
表

に
貴
重
な

コ
メ
ン
ト
を
寄
せ

ら
れ
た
池
田
光
穂
、

増

田
研
、
武
井
秀
夫
、
岩
佐
光
広
、
松
山
章
子
の
各
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
場
と
な

っ
た
合
同
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大

会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

い
た
長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研
究
所
附
属
熱
帯
感
染
症
研
究
セ
ン
タ
ー
の
金
田
英

子
、
堀
尾
政
博
、

荒

木

一
生
、
崎
谷
恭

子
他
の
各
氏
、
熱
帯
医
学
研
究
所

の
皆
さ
ん
に
は
大
変

お
世
話
に
な

っ
た
。

こ
の
場
を
借

り
て
感
謝
申
し

上
げ
る
。

まえが き15


